
/Jヽξ調卜 2、 フ必ザ、ど生> 円
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

備考泳マ及 費 頁小計 ,房打浄身ど 円

フθlう 年 5月 26日  領 収 書 No.

Dラ孵ミたぬ
様DT6 租

摘 金 額

町 諄 ニユ三K

上記金額を正に領収致しました

あかつき
東京都
電 話

25-‐ 2

(代表 )

2つ16年  1月 25日 No.

様

要 金

噸
こ ユ

=承

上記金額を正に領収致しました

あかつき印

電 話 03

寸 千 百
Ｖ
ネ
十

拾
方
ィ

万

０
じ

千

・Ｄ

百

′
Ｄ

拾
ふ
ざ

円

洋
て

甘
円

ヽ
ノ

拾

庁
Ｄ

千 百
υ
エ
ヤ

拾

，
つ

万

っ
♪

千

と
≡

百
‥
ｆ
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泳露礁「費 真小討 /=/・γ,、フす脚

20rう 年 2月 2日 領 収 書 No.

餅堤詭噺β■拳団様
額

魏 Ii爵ξ

上記金額を正に領収致しました

あかつき印
東京都
電 話

-2

(代表)

,Dメ?年 P月  か日 領 収 書 No.

鰈 之ぬ町鉢蕩団様
金 額

一 ユ ~

2

上記金額を正に領収致しました

あかつき印
微

う義

-2

電 話 (代表)

千

デ

百

う
一

拾

ユ

円

∂

千 百
Ｖ
李

拾

ヵ
守

万

デ

拾
′
Ｄ

万
Ｏ
ど

千
万
Ｗ
ｒ

万

Ｔ

拾
？
づ

円
Ｏ
Ｙ
ひ

千 百
〉
■
Ｔ
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T194-8520

東京都町田市森野2-2-22

町田市役所内

日本共産党 町田市議団 御中

請求 日2016年 5月 20日

あかつき印用電
〒151-0051

東京都渋谷区

お客様コー ド :140224

Tel.03-3497-0531i

F鉄 03-3497-0043

417,30(小   計

消 費 税   (8%) 33,38沼

切手・アヽガキ等立替金

号 数 5月 号 受注No. 207441品 名 町田市議団ニュース2016年 5月 号

注文No. 207441数  量 100,000規 格 タブロイド 406X273  4頁  4色 X4色

備 考内 訳 数 量 金 額

デザイン・編集代

写真撮影代

制作代

6,700写真・地紋代

表・グラフ代

版下制作代

情報処理代

16,000製版。出力代

色校正代

送信・受信代

20,000刷版代

100,000印刷代

製本・カロ正代

発送結東代

214,600用紙

発送・運賃 60 000

合計請求金額 ¥450,684

摘 要 振込先口座 みずほ銀行新宿西口支店 (普・1097253)

りそな銀行新宿支店  (普・522185)

中央労働金庫新宿支店  (普 。2312142)

郵便振替 00170-8-52646

上記の通り御請求申し上げます。
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T 194-8520

東京都町田市森野2-2-22

町田市役所内

日本共産党 町田市議団 御中

お客様コー ド ,140224

請求 日2016年 8月 31日

あかつき印用1株
〒151-0051

東京都渋谷区千

Tel.03-3497-0531'

Fax.03-3497-0043

一↓ゴ主螺監

号 受注No 211280品 名 町田市議団ニュース2016年 8月 号 号 数

数 量 100,000 注文No 211280規 格 タブロイド 406X273  2頁  4色 X4色

内 訳 数 量 金 額 備  考

デザイン・編集代

写真撮影代

制作代

6,300写真・地紋代

表・グラフ代

版下制作代

情報処理代

12,000製版・出力代

4,000色校正代

送信・受信代

刷版代 20,000

F「刷代 60,000

製本功日工代 55,000

発送結束代

用 紙 122,100

発送・運賃 30,000

小   計 309,400

消 費 税   (8%) 24,752

切手・アず キ等立替金

合計請求金額 ¥3監 嘲

摘 要 振込先口座 みずほ銀行新宿西口支店 (普・1097253)

りそな銀行新宿支店  (普・522185)

中央労働金庫新宿支店  (普・2312142)

郵便振替 00170-8-52646

上記の通 り御請求申し上げます。
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御 見 積 書

管理番号 :X―トトP

Ho. : 121783   (  211280  )

発行日 :2016年8月 22日

日本共産党 町田市議回 御中

下記の通り御見積申し上げます。

品名 :町田市議国ニユース2016年8月号

納 期 :2016年8月 22日

あかつき印
151-0051    

方

東京都渋谷区千駄ケ

第一営業部 3課

担当 i

か
つ品番 注番

数量 :100,側0   サィズ :タ プロイ ド  更数 :2   綴じ :ベラ
｀ あかつき印刷

Tel.03-3497-0531
備考

印刷

仕様

■完全版下ご支給・D5折加エ

:チラン   2買  4色 X4色  通常印刷

工 程 内  容 サイズ 斤量・厚数 業 ニ 尊 価  金 額

承

　

認 n
担

　

当 a
制 作    写真・イラスト分解 (4C) 9点 700 6,300

製版・出力
8版 1,500       12,000

色校正 2本え 2,000 4,000

昂ll 版
8版 2,300       20,000

印  刷
8版   25,000翼 互じ  ‐      0。 9       60,000

製本・加工 断裁代

D5折加工

100,000言 語

tOO.080椙 8

0.:5

0,4

15,000

40,000

発送 運ヽ賃  梱包代 50梱包

25個

10C

t,000

5,000

25i000

用 紙    ホワイトランド25.5k g 16.500枚 7.4      122,100

′lヽ計

総合計 税抜き単価 3_09

309,400

309,400
24,752

消費税金額  (8,l)

執込み合計金額

有効期限は   とさせていただきます。支払条件は貴我協議の上決めさせていただきます。

¥334=152
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〒 194-8520

東京都町田市森野2-2-22

町田市役所内

日本共産党 町田市議団 御中

請求 日2016年 11月 30日

あかつき印刷
〒151-0051

東京都渋谷匹千

お客様コー ド:140224

Tel.03-3497-0531・

Fax.03-3497-0043

421,50C小   計

33,72(消 費 税  (8%)
切手。アヽ力

゛
キ等立替金

受注No 213143号 数 11月 号町田市議回ニュ=ス2016年 11月 号品 名

注文No 213143数 量 100.000規 格 タブロイド 406X273  4頁  4色 X4色

備 考数 量 金 額内 訳

デザイン・編集代

写真撮影代

制作代

10,900写真・地紋代

表・グラフ代

版下制作代

情報処理代

12,000製版・出力代

4,000色校正代

送信・受信代

20,000刷版代

100,000F「昂11代

製本・力日工代

発送結束代

214,600用紙

60,000発送・運賃

¥中ζ22引 今】

' ,ユ

ιr合計請求金額

摘 要 振込先口座 みずほ銀行新宿西口支店 (普 。1097253)

りそな銀行新宿支店   (普・522185)

中央労働金庫新宿支店  (普・2312142)

郵便振替 00170-8-52646

上記の通 り御請求申し上げます。
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デ
′

御 見 積 書

管理番号 :X―トトP

No. : 123718   (  213143  )
日本共産党 町田市議目 御中

池川 友―  様 発行日 :2016年 11月 20日

下記の通 り御見積申し上げます。

品名 :町田市議団ニユース2016年 11月 号

品番 注番 :

数量 100f000   サイズ :タ プロイド  頁数 :4   綴じ

備考 ;■ D5折加エ

印刷
仕様

チラン   4買  4色 X4色  通常印刷

担 当

“
承

　

認 田
担

　

当 D

納 期 :201

あかつ
151-0051

あかつ

第一営業部3課

容 サイ本´ 数 量 |ゥ 単 ‐価   金 額

制  作 写真・イラス ト分解

流用

12点

5点

8,400

2=500

製版・出力  B3 8版 1,S00       12,000

色校正 2枚 2.000 4.000

8版 2,500   2010詢
刷  版

印  刷
8版  501000通 し    0.25   100r000

製本・カロエ  D5折 り出し

発送・運賃  梱包代 100組包

Se個

100

1 000

10,000

50,000

用 紙    ホワイトランド25 5k g 29,000枚 7.4      214,600

小計

総合計 税抜き単価 4.22

421,500

421,500
33,720

消費税金額  (酬 )

税込み合計金額

有効期限は 1ケ月 とさせていただきます。支払条件は貴我協議の上決めさせていただきます。

¥455,220
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2017ぃ 03ra2 12:41 FAX  0334970043

日本共産党 町田市議団 御中

あか つ き EΠ 刷 株 式 会 社

御 見 積 書

曜!002メ 002
曽理番号 :X―トトP

No.:124851( 215183 )

発任日 :2017年 1月 2S日

下配の通り御見積申し上げます,

品名 :町田T離国ニュース2017年 2月 号

品番 注吾 :

数量 :125,100   サィズ :タ プロイド  頁数 :4  縦じ :折のみ

備考 :Eデザインから当社で作成

E新閣新込のためD4状態で納品

印刷
仕標

:チ ラン 4買  4色 X4色  通常印刷

納 期 :2017年 2月 6ロ

あかつき
lSf‐ 0031.

軍東椰渋谷区

あかつき印刷

TEI

露―営実部3課

1

担 当

…担

　

当 ED
承
　
認 D

.w :I、

下サ
・
イン編集  畑版 'イ ,ス ト作成・積五 タプロイド 4正    41.Ca0   1GO.000

制 作    事実分掃 9点 700 S,300

製版・出力  B3 8服 1,500       モえ,0(10

色按正 2核 2,800 4,000

刷 版 B版 2,S00        20.000

印 刷 B版  う2.SSO通し 0.2    100.080

発建・運賃 梱包代

守白品

12S梱包
68個

００

備

12,800

S3′  000

用 ‡氏   本ワイトランド25,Sk g 35.000枚 7=4    25ei 000

1ヽ計

総合計
消費税盆領

｀
税抜き準価 5.09

(31t )

SSG7 986

636,980
50,958

税込み合計金額

有効翔眠は 1ケ月 とさせていただきます屋支払条件は負孝登協識の上訣めさせていただきます。

¥687「 938
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CASH SERViCEご不」用控 CASH SERViCEご不」用控

…

h^“ ●

E
11010鰤

ロ

`,

◆ 八 千 代 銀 行 園闇 躙 潮 .陀
争 八 千 代 銀 行 用面顕隣 2櫛9

・
=~:~===…

…~｀

●
=~~~｀ ‐ ‐‐‐i~i:⌒‐‐T'=千

=~―
f~'「■「 '

A 余
か東京イVFG

●八千代銀行 用No12156

201朗 碑

用臨 12156

2016毘 AT

亀 I口 VX V・           ‐

みずほ銀行

薪宿西 日支店

普通  1097253
アカリキインサリ(力  様

ニホンキヨウサントウマチ

'｀

｀
ツ

キ
゛
夕
゛
ン 様

042-724-4030

モわ4U
UV二 ど生」'

琶信跛 い

みず ほ 銀 行

所宿西 日支 店

旨運 1097253
Pカ リ|イ ンサツ(力  様

Iホ ンキヨウサントウマテタ
゛
ン

F゛ 夕
゛
ン 様

〕42-724-4050

硬ゴ
ユ・ よ・

■  とわ4に
'

Uソ鳴 01オ

雹 1吾 子決 ヤゝ

称ずほ銀行
断宿西日支店
彗ま

~避 1097253
7方 リキインサリ(力  '棒長

ニホンキヨウサントウマチタ
゛
シ

ヤ
゛
夕
゛
ン 様

〕どキ2-724-ど1030

CASH SERViCE Eご禾盟用控

1覆貨

∪ V電 ■ 4万

…みずほ銀行

新宿西 日支店

普通 1097255
アカリキインサツ(力  様

市ンキヨウサントウマチタ
゛
ン

｀`
夕

Sン
 様

42-724-4030
|

CASH SERViCEご禾」用控
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2016年 7月 26日

領 収 証

日本共産党町田市議団様

ガ イ瀬 赫 い ず み と 代表 I水戸 泉

〒195-0057東京都町田市真光寺2-18-1-2-206
Tei/胞x042-フ37-7650

領収金額 ¥106,439円
(うち消費税 89もお目当額はフ,884円)

領収金額の内容は以下のとおりです。

ロ

品 名 ・ 内 容 数 量   学 価   金 額 (税込)

2016年度前期分ホームベージ更新管理費 6ヶ月  16.200  _97D200
2016年度サーパレンタル料立替分 1年   9,239    9・239

樹 MIt。
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Uず :k)どF~

離 :|
鶴 川 西支 店

普通  1206352
テ
゛
サ
゛
インン

｀`
ムウヨイス

｀`
ミト 様

ニホンキヨウサントウマチタ|シ

キ'夕
゛
ン 様

0ど12-724-どl,0.3.0

CASH SERViCEご不」用控

i■ !■ |■|

ま ます。

＾

呻

◆八千代銀待 用r色12156キ 2α08 I

|_二

◆八千代銀行 用No12156

201602 AT

1ゴ

CASH SERViCEご禾」用控

28111どl 32 t〕 03()

597 00 0

冬97,200

Y540
0(′託 5だす

電信扱 い

横浜銀行

鵠川西支店

普通  1206332
テ
゛
サ
゛
インシ

゛
ムンヨイス ミ゙ト 様

ニホンキヨウサントウマテ
'゛

ン

キ
゛

'゛

ン 様

342-724-4030
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費 :東小計

日本共産党町田市議団 様

2016年 11月 14日

領 収 証

刊塁百転芽窪蜜軍屋皐迄望竺と_fi督二堅慧ID
Tei/臨x042-737-7650

領収金額 ¥97,200円
(うち

'肖

郵 と896お目当額は7,200円 )

領収金額の内容は以下のとおりです。

備考

品 名 。 内 容 数 憂   学 価   金 額 (税込)

2016年度後期分ホームベープ更新管理費 6ヶ月  16ぅ200    97,200

避苗M=t。



日本共産党町田市議団様

下記内容の通り、ご請求申し上げます。

2016年 10月 31日

請 求 書

ガゎ呵新 Lもずみと燎 l水戸~泉
〒195-0057票呆都町田市真光寺2-18-1-2-206

Tei/陥x042-737-7650

D

品 名 ・ 内 容 数 量   学 価   金 額 (税込)

2016年離 期分ホームベージ更新管理資 6ヶ月  15,000   90.Ooo

消費税 (396) 7と200

ご請求金額 97,200円 (ぅち湖鍋闇韓7,200円)

お振り込みの際は、下記の銀行日座へお限いいたします。

横浜銀行・器川西支店 (普)1206332
口座名 :デザイン事務所いすみと (代表 :水戸 泉)

謎士MItO
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広報費 買小計 子′∂ヽ歩浄子 円 備考

上 記

f里 し

領 収 書 等 貼 付 用 紙

領   '叉, 証

颯 様 年衣
ユ

子
年 支 月 字 日

1子
憩予ヽ争学ど

'

の金 額 正 に領 収 い た しま した

ヌ
/g、

,lサ入チラシ薪聞折込禽会
:内  訳

新聞折込計画から印刷・配布まで

〒1件は2東京都町田市本町田2046-騨
電 話 (042)722-1828
FAX(042)721-2341

い梼潮け地
税抜金額

消費税額( %)

議 1到二み―ス弱ち'輯気

ございます。

^
東察TYFG

I別紙に貝占る。

◆八千代銀行 用阻 12156

2(116伊 HF■
0

硬ゴ
キ 孝 キ *

手 it,も

UVU'と ∪オ

代千 it銀 行

1田 本 曽支店

旨,重 0731974
])ア ヘ岩 れク 様

こキンキヨウサントウマチタ
゛
ツ

,

ダ゙ ン 様

42-724-4030

CAStt SERViCEご 禾」用控
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T  194-0022

東京都町田市森野 3-7-46
日本共産党町田地区委員会

日本共産党町田市議回 様

莉藷求季基i ¥538.546

請求書/配布明細書

T194-0032
東京都町田市本町田2046-24

株式会社 アベ企画

TEL 042-722-1828  F

お振込の際は下記日座に

八千代銀行 町田木曽支店

株式会社アベ企画

代表取締役 安倍光晴

血  1
17102106発行

341

普通 0731974

配布地 :区 枚   :数 | 単   !価 : 七彗とき:額

夕々座

544.950:合 I計::: 121,100
調 幕 壱

48.596:消費親
:譜求牟 客琶 588,546

:垢込 日付 i 29年  2月  8日
B 3

日本共産党町田市議国ニュース

日 締 日お支払予定 日

掛 喜:I ttΠ こ :新壇 I:|:彎ヨ :Iこ :直 :新:歯:II:数皇 :I読 :発:新:商I:
産経 町田相模大野 ⑥
東京原町園   ⑥

1100
950

ЭA,T。 一番上に折逐
お願いします。

DA,ミ ,T。 一番上に

折込お願いします。

ЭA, S, T, N。 一覆
上に折込お願いします

ЭA,T,N。 一番上に

折込お願いします。

ЭA,S,T,N,一 覆
上に折込お願いします

③一番上に折込お願いし

ます。
ЭM, S。 一番上に折速
お願いします。

9Y, N。 一番上に折逐
お願いします。

9Y, No r番上に折逐
お願いします。

③Y,M,N。 一番上に

折込お願いします。

9Y,M,S,K。 一督
上に折込お願いします

②Y,M, S, N。 一遷
上に折込お願iヽ します

DY, M, T, N。 一遷
上に折込お願いします

町田木曽

桜美林学園

玉川学国

町田東部

鶴川南部

鶴川

京王多摩境
つくし野

戒瀬駅前

みなみ町田

町田西部

①

②

③

④

③

⑤

③

①

④

①

3800
5400
7350
3150
7450
6650
3900
2800
3700
2500
2600

⑥

⑦

1100
1750
1550

唾_田南部

町田西部

町田東部

町田東部

玉川学園

鶴川

南町田

町日中央

町田山崎

町日北部

町田西部

町困木曽

町田相原

町田成瀬

町田緑山

町田藤の台

町田鶴川南部

多摩境

町田駅前

③

③

③

③

③

①

⑩

⑨

⑫

③

③

①

③

⑬

③

3750
4350
8850
5900
4050
6300
2800
3500
5850
2700
4100
3550
4550
2800
4450
2850

川ヽ 計 2050狙ヽ 計 49300 狙ヽ 計 4400 ′Jヽ 副「_^  65350
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肖lJ ら
団―買して削減から充実への転換求めて奮闘

∞
と

２
０
１
６
年
町
田
市
議
会
第

一
回
定
例
会
（３
月
議
会
）が
２
月
２５
日
か
ら
３
月
２９
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
阪
市
長
が
、
「
既
存
事
業
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
」と
、
一⊂
れ
ま
で
以
上
の
削
減

，
廃
止
を
す
す
め
る
も
と
で
、
日
本
共
産

党
市
議
国
は
市
民
生
活
の
実
態
を
示
し
、
負
担
増

・
大
型
開
発
優
先
か
ら
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
第

一
の
市
政
へ
の
転
換
を
求
め

て
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
の
学
校
教
育
予
算

（再

配
当
予
算
）
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
問

題
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
一貫

し
て
「保
健
室
の
常
備
薬
を
買
い
控
え
て

い
る
」
「紙
の
削
減
の
た
め
に
学
校
だ
よ
り

の
発
行
を
減
ら
し
た
」
「塩
素
剤
を
削
減

し
、
プ
ー
ル
の
回
数
減
ら
し
た
」な
ど
、
現

場
で
起
テち
て
い
る
実
態
を
告
発
し
、
予

算
の
復
活
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

１６
年
度

は
削
減
さ
れ
た
前
年
度
か
ら
１
，
４
倍

に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（左
表
）。

難騨雄剪潮爾囃熊常
一

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

１５
年
度
小
中
学

校
（再
配
当
予
算
）
の
備
品
費
は
ゼ
ロ
（１４

年
度
は
約
６
千
万
円
）
と
で
つ
異
常
な
予

算
削
減
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

備
品
費
と
消
耗
品
費
を
合
計
し
た
予

算
で
は
、

１４
年
度
の
６
割
の
予
算
規
模
で

し
た
。
備
品
や
消
耗
品
の
と
で
つ
の
は
日

常
の
教
育
活
動
を
支
え
る
う
え
で
不
可

欠
の
予
算
で
す
。
教
育
活
動
に
不
可
欠
の

予
算
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校

長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
現
場
や
保
護

者
か
ら
多
く
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

答
弁
し
て
き
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会

自
ら
行
っ
た
検
証
の
中
で
も
必
要
な
備

晶
や
消
耗
品
が
購
入
で
き
な
か
っ
た
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
障
が
出
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

進

実
決
議
」
が

一

昨
年
ワ
月
議
会
で

「学
校
教
育
予
算

の
充
実
に
つ
い
て
の
決
議
」
を
全
会
一致
で

可
決
し
ま
し
た
。
＞」の
決
議
を
受
け
て
１６

年
度
予
算
で
、
学
校
教
育
予
算
を
一定
復

活
し
た
こ
と
は
重
要
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
学

校
教
育
予
算
充
実
の
た
め
に
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
築
さ
れ
た
鵠
川
第
一小
学
校
に

新
設
さ
れ
た
エ
ア
コ
ン

4億円

14年度  15年度  16年度

難聞蹄馨貶鶴
一

教
育
委
員
会
は
「大

き
な
支
障
は
な
い
」
と

近年、夏場の猛暑が教育環境に負の影響を与えています。

日本共産党市議国が市民のみなさんとともに求めてきた、小中

学校普通教室のエアコンが2013年度に完了しましたが、理科室

や家庭科室など特別教室へのエアコンが課題■なうてしヽました。

2016年度予算で、小中学校特別教室のエアコンを3ヵ年計画

で整備されることが決まりました (2016年度～18年度)。 この整

備計画が着実に実行されるよう力を尽くしていきます。

さらに、体育館の空調や老朽化で雨漏りなどが深刻な状態の学

校が少なくありません。引き続き、学校教育環境の改善のために

みなさんと力を合わせてがんばります。

16年度 中学校設計

17年度 中学校工事

小学校設計

18年度 Jヽ学校工事

どヽ韓学校の
鱚轟・漕耗轟

2016年
3月議会
報告

学校教育予算備品費・消耗品費の推移

前年度比
韓 予算額 (円 )

金額 比率

2014 405,881,000

2015 243,739,000 ‐162,142,000 6005%
14434%2016 353,028,000 109,289,000

■ ■

2016年5月号
 I発

行0日
鞘 巨議国 扉説|&=ア:左褒醤g

22-22 メーリレfl pOst@,cp machidashigidan,p

爾黙鶉塵鷲
町田市議団ニュース

日本共産党町田市議団
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58翼補助金・扶助費 1億フ千万円削減

(一部)

条例廃上、要網で100歳のみに変更

条例廃止

要網廃止 (入国児に1万円がゼロに)

,8万円  補助率が9S°/。 から530/。に激滅

|万 円  昨年IF平挙 削減。
鐸

護者負担
|千中や

長寿祝金条例廃止

共産党は反☆ヽす

これまで、38歳 (米寿 )、 99歳 (自寿 )、

100歳以上の方に司万円をお渡しし、長

寿を喜ぶ制度として日」田市に定着して

きた長寿祝い金支給事業。3月議会で

|よ 、市長から条例を廃止する提案が行

われ、日本共産党以外の賛成多数で可

決しました。

2016年度 |よ、議会の議決が必要なしれ

要綱に移行するとしていますが、対象

|よ 100歳のみとなり、それ以外の方 |よ

市長からのメッセージなどに変わりま

す。

中小企業が運転資金や設備投資のため銀行か

融資を受ける際、町田市 |よ信用イ呆証料の一部

上限5万円)を条例に基づいて補助していまし

ぉ毎年400件前後の申請があり、中小零細企業

:とつてなくて|よならない助成制度でしたが、つ

:度から利子補助|よ要綱で残すとしながら、信用

t証料補助|よ条例こと廃止しました。B丁田市の地

;経済を支えている中小企業振興策の後退 |よ許
‐
ません。

①補助金・扶助費削減やめよ

財政不足を目実に、市の「上乗せ・横だし」

る補助金や扶助費の削減・廃止な

どが58事業で実施されました。党市議団は、

代表質疑や各委員会で、市民の暮らしや市

民活動に重大な影響を与える首J減はやめるよ

う求めました。

②保育料等負担増ストップ

保育料や学童保育クラブ育成料の値上げ

を含む料金の適正化「検討委員会」を立ち上

げる予算が計上されました。子育て世代に負

担を増やす値上げ検討はやめよと論戦しまし

た。

③学校現場の委託はやめるべき

昨年度から実施された小学校給食の民 F耳]

委託 (6校 )。 委託された学校で不適切な調理

がおこなわれるなど大きな問題となりましたが、

根本解決されないまま新たに6校で実施する

予算が組まれました。また小中学校用務主事

の業務も、民間 (ビル管理会社)へ委託される

予算が計上され、教育現場にふさわしくない

民間委託は中止することを求めました。

①財政が厳しいと言うなら

大型公共事業は中止を

都市間競争に勝ち抜くまちづくり、にぎわい

のあるまちづくりを進めるとして、「南町田駅周

辺拠点整備事業」「野津田公園スポーツの森

整備事業」「中心市街地整備事業 (再開発や

文化芸術ホール整備など)」 の推進予算が組

まれました。党市議団は、市民の理解と合意が

得られていない大型公共事業はやめるよう論

一般
会
計
予
算
に
Ｅ
一ホ
共
穫
党
は
一反
対

・

▼
▲

88歳、99歳、100歳以上の方に1万円

100歳のみに1万円

戦しました。

-55-
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日本共産党町田市議団ニュース (2016年 5月号)

とのむら催―議員が

目u議長に選出されました
2016年度
T般会計予算 肖J加

市議会副議長に選ばれましたとのむら健―です。市民の代

表である市議会議員が “住民福祉の増進"のために積極的

な議論を行うことができる議会にしていくためにがんばります。 一
一
●
●
¨
中

今年度に廃止・削減された事 |

長寿祝金 1800万円

私立幼稚園入園促進事業補助金   2180万 円

障害者福祉施設借り上げ費補助金  4192.1万 円  2

老人クラブ補

2016年度の補助金削減項目にIよ、「老人クラブ運

営費補助金」が含まれています。

有政のパートナーとしヽわれ市民協働べの協力 (防

犯パトロールや地域の見守り活動などのボランテイ

ア)が求められる老人クラブに対して、元気に活動で

きる肝心要の補助金を一方的に減らしたことは、老

人クラブ連合会からも「活動の発展を妨げるものだ」

と厳ししヽ声が上がつています。

日本共産党|よ、市民のみなさんと力合わせて肖」ら

れた予算を復活するためにがんばります。

15年度 16年度

固定費 25万円

力8算費 4.5万円(最大)

21万円

会員数 X500円→

中小企業への

信用保証料補助を廃止

廃止

くらしや市民活
『EFl

B

小学校給食民間委託推進やめよ

細野りゅう子市議は、南町田駅周辺拠点整備に

よる鶴間公園内の12m道路建設がもたらす歩行者

などの安全確保について質問しましたが、「警察と協

議中」と答弁。公厘l内の樹木の伐採については「高

木1617本のうち、568本」が伐採の対象と答えまし

た。また15年度にスタートした小学校給食調理の民

問委託は異物混入や調理ミスなど混乱。16年度新たに6校増やす計

画を中止するよう求めました力＼「問題はない」と答えました。

o(藝 eeeeeeeeeoo④ oeoeeeeeeeoceeeoe

事業系とみの減量は急務
佐々木とも子市議は、市民協働のごみ減量推

進、特に事業系ごみ減量は急務であると質しました。

担当部長は「事業系ごみに産業廃棄物などの混入

が多い。情報提供、ルールブックを作成中である」と答

弁。食品ロスを滅らすための新たな取り組みの提案

には、「他市のモデル事業を視察し研究している」と

答えました。他ほ 月ヽ中学校に派遣されている外国語指導補助者 (AL

T)の直接雇用化と、「男女平等か画推進条例」の制定を求めました。

oeseseooo9oeo§ seGヽ eCtteeeceecsoos

子どもの貧園を本気でなくす
池川友―市議は、子どもの貧困対策について質

問。地域の実情に応じた対応が必要だと求めたのに

対し、「市として
~夫

態調査を行い、行動計画を策定す

る」と答弁。スクールソーシャルワーカーの体常ご強イとも

求めました。また、待機児童角子消に向けて、計画を前

倒してとりくむことを求めたのに対して「計画の見直し

を行い、早期に待機児童が解消できるよう努めていく」と答えました。

eeooと oooesG6ec、 喜 o◇ ooeee30ooeeё se

さらなる特養ホーム増設を
わたばさとし市議は、特別養護老人ホームの待

機者解消のため、さらなる増設を求めて質問。「現在

180床の増設計画がある。利用状況をみて次期計

画奪検討する」と容弁がありました。また、都市農業

振興基本法を具体化するよう後継者対策などを提

案。相原地域から八王子医療センターなど、地域の

移動手段として不可欠なバス路線の新設について求めました。 2014年度   2015年度   2016年 度



日本共産党町田市議団ニユース (2016年5月号)

戦争法団廃止求める請願不採択に

共産党は廃止するために全力をつくします!

戦争はゴメン1まちだ市民連絡会から出された「安保関連法の廃上を求める意見書提出に関す

る請願」は、共産党、民主党 (当時)、 生活者ネット、社民党の各議員が紹介者となりました。

日本共産党は、過激武装組織ISに対する軍事作戦に自衛隊が参方Eすれば、日本国民がテロの危

険にさらされることや、南スーダンにPKO任務で派遣された自衛隊には、戦後初めて殺し殺される事

態が差し追っていることを理由にあげ、賛成討論を行いました。

採決あ結果、自民党、公明党、保守連合とおおさか維新の会 (まちだ市民クラブ所属)が反封し、

請願は不採択となりました。日本共産党は、戦争法 (安保法印1)廃止と立憲主義の回復のために、市

民のみなさんとこれからも力を合わせていきます。

「吋山市立博物食宮を

'町

由市
'郎

主博物

館』(仮称)として現在地に存続させることを

要望する請願」が提出され、継続審査となり

ました。同博物館は、40年前に本町田遺跡

町田市民病院の小児科と新生児科の体制が、4

月から大きく改善しました。これまで、常勤医師3名

で対応していましたが、新たに常勤医師4名が着

任。さらとこ、16年度は東京都地域医療支援ドクター

事業の派遣医師2名を加え、9名体制となります。

妊娠・出産、子育てを支える医療体制がしっか

りしていることは、大きな安心につながります。同時

に、小児科医は地域の財産であり、みんなで守って

いくことも必要です。ひきうづき小児医療、新生児医

療の充実にとりくんでいきます。

公国内に建設され、歴史民俗資料や絵画、ガラスエ芸の収集、

研究、展示をするなど役割を菓たしてきました。市カミ芹ケ谷公園

内に(仮称)匡l際工芸美術館を整備することに伴い博物館の存

続が危ぶまれているため、地元町内会が立ち上がりましたと文教

社会常任委員会でとのむら市議は、「都内屈指の古代遺跡や遺

物であり、博物館存続の意義は大きい」と充実を求めました。

新年度予算に町田― (基本設計)が計上されました 3年という校舎の老朽化や狭隣化の解決へ、市は,年前に

改築基本計画を作りました力ヽ 校庭の代替担問題で中座。さらとと、申あ

'公

共施設等総合管理計画」で再度先送り|こなうていました。

新たな計画でiよ、17年庁ぇに実施設計、19～21年度に工事が行われ、22年二月完成です。とのむら市議|ま、14年9月議会の一般質

問で「早期癖替え」を要求しました。文教委員会の質疑では、校痔の代替地となる本吋日の後菌サ)カー場には′yで生徒を送迎し、

費燕は市か負担することが明らかとこなりました。        I F

生活相談実施中

お困りことは、
お気軽にご相談ください

● 認可保育所増設などで254人の定員増

● 特養ホーム増設(2カ所。180人分)の定員増

● 三輪小学校区、小山田南小学校区の学董保育の校内移設

● 玉川学園コミュニティセンター基本設計

● 忠生市民センターに保育室設置 ※筵鯨瑚力'201Z四購無細藤

市民のみな

実現

J

剛 法律相談 5月 11日、25日
6月 8日、22日
市役所3階日本共産党会派室

毎月第2、第4水曜日 午後2時～

要ラ約金042(723)6312

-57-



石阪市政の補助金割滅路線にノー
▲■

■

臣

Ｉ

▼

２
０
１
６
年
第
２
回
町
田
市
議
会
定
例
会
（６
月
議
会
）
が
６
月
２
日
か
ら
ィ
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。幼
稚
園
教
諭
の
保
育
士
資
格
取
得
支
援
、
公
共
事
業
に
携
わ
る
職
人
の
工
賃
単

価
の
引
き
上
げ
分
を
主
な
内
容
と
す
る
４
６
８
５
，
５
万
円
の
予
算
、
高
校
野
球
の
大
会
を

３
部
制
に
す
る
た
め
の
小
野
路
球
場
夜
間
照
明
設
置
や
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ト

（す
み
れ
教

室
）
の
充
実
の
た
め
の
条
例
改
正
な
と
訂
案
１２
件
や
報
告
案
作
を
審
査
し
ま
し
た
。最
終
日
に

は
舛
添
前
部
知
事
辞
任
に
伴
い
行
わ
れ
る
都
知
事
選
挙
予
算
１
億
５
４
８
８
・
２
万
円
の
追

加
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。市
長
提
出
の
全
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

石
阪
市
政
が
進
め
た
補
助
金

。
扶
助

費
の
「上
乗
せ

。
横
出
し
」
削
減
に
対
し

て
、
市
民
活
動
を
行
う
方
々
か
ら
削
減
に

厳
し
い
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

著
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、

補
助
金
削
減
見
直
し
求
め
る

６
月
議
会
で
、
町
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
「補
助
金
削
減
見
直
し
を
求
め

る
請
願
」
（５
８
８
６
筆
。
紹
介
議
員
は
、

共
産
党
と
市
民
ク
ラ
ブ
）
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一

請
願
で
は
「補
助
金
租
減
が
…
老
人
会

を
軽
視
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
遺
憾
に
耐

え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
」
で
あ
る
と
し
、
「介

護
予
防
活
動
や
見
守
り
活
動
を
活
発
に

行
っ
て
い
く
た
め
、
老
人
ケ
ラ
ブ
ヘ
の
補
助

金
削
減
の
見
直
し
」を
求
め
て
い
ま
す
。

「小
さ
い
ク
ラ
プ
は
影
響
大

活
動
に
求
さ
す
」

請
願
審
査
が
行
わ
れ
た
健
康
福
祉
常

任
委
員
会
で
は
、
補
助
金
削
減
に
よ
っ
て

小
さ
い
ク
ラ
ブ
ほ
ど
活
動
に
影
響
が
出
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
施

設
使
用
料
が
負
担
と
な
り
、
活
動
回
数

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
不
活
発
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
へ
の
懸
念
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。請

願
者
か
ら
の
意
見
陳
述
で
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
、
一人
暮
ら
し
の
方

へ
の
定
期
巡
回
、
子
ど
も
の
登
下
校
時
の

見
守
り
活
動
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
″削

減
″
が
こ
れ
ら
の
活
動
に
「水
を
差
す
よ
う

で
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
」
と
で
つ

発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

請
願
の
願
意
に
つ
い
て

「予
算
が
成
立

し
て
い
る
こ
と
か
ら
願
意
に
そ
】つ
こ
と
は

で
き
な
い
」と
、
い
き
い
き
生
活
部
長
が
発

言
。
質
疑
の
中
で
日
本
共
産
党
の
渡
場
委

員
は
「理
解
が
進
ん
で
い
な
い
。
説
明
不
足

で
は
な
い
か
。
や
り
方
が
間
違
っ
て
い
る
と

は
考
え
て
い
な
い
の
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

語

願

は

継

続

審

査

に

共
産
党
は
採
無
を
主
張

請
願
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
日
本
共
産

党
の
渡
場
委
員
は
「き
ち
ん
と
賛
否
を
あ

ら
わ
す
べ
き
」
と
請
願
採
択
を
主
張
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
民
、
公
明
、
保
守
連
合

の
委
員
か
ら
「継
続
す
べ
き
」
と
の
主
張
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
請
願
は
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
不
要
不
急
の
大
型
公

共
事
業
は
推
進
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
市

民
活
動
の
予
算
を
削
減
す
る
市
政
を
転

換
し
、
市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
一番

の
市
政
を
つ
く
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し

ま
す
。

与

ヽ

，

ｉ

Ｓ

■
を

や

デ

〓

■

〓

■
ξ

章

ξ

帝

ヨ

纂

⇔

争

ｅ

委

３

孝

フ
月
２
日
、
町
田
ダ
リ
ア
園
の
開
所
式
が
行
わ
れ
、
市
議
会
を
代

表
し
て
殿
村
健
一副
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
（左
か
ら
三
人
目
）

障がい者福祉施設信上費補助金

0● ● 0● ◆ 0● ● ● ● ● ● 0● ● ● 0● ● ● 00● ●

放課後児童デイサービスや就労継続支援A型・B型な

ど市内24施設に対する障がい者福祉施設借上費補助金

(家賃補助)が大幅に肖」減 (補助率が900/oから530/oに激

減)された問題について、3月議会で健康福祉常任委員

会は「新年度以降肖」減の影響を慎重に見極めらイ1たい」

という附帯決議を全会一致で可決しました (共産党Iよ削

減予算には反対)。

6月議会の委員会で障〒政報告」が行われ、補助金肖ピ減

の影響で「理事長兼施設長が常勤から非常勤になつた」

「利用者の料金が1・ 5倍になつた」ナJ【ど運営に支障が出

ていることが明らんЧこなりました。市tよ、行政報告の時点

で4カ所を訪間したことを明らぬЧこしましたが、委員会の

中では早期に全施設の調査を行うべきだという声が相次

ざました。

日本共産党市議団|よ、大幅に削減さ

れた施設借上費補助金の復活、障がい

者施策の前進のために力を尽くしてい

きます。

削減で運 に影響あり

日本其塵寛
町田市議団エュース

発行●日本共産党町田市議団 毘説彩名号説透懸程
-5B田市森野2‐2‐22 メールpostqcp‐macnidashigidan,p

日本共産党町田市議回 園2016年8月号



日本共産党町田市議団ニユース (2016年3月号)

市議会に設置されていた町田市交通政策特別委員会は、6月議会で、この

間の議論を総括し報告を行いました。国が4月に発表した運輸政策審議会の

答申を受けてのものですと「答申」では、多摩都市モル ールの延伸 (多摩セン

ター～町田)は、「まちづくりと連携した持続可能な都市鉄道」だとされました。

多摩都市モル ール(多摩センター～町田間約13k皿 、14駅の計画)を走ら

せるためには幅員22mの都市計画道路の整備が必要です。すでに整備済

みの道路町田3・ 3・ 36号線は小山田桜台入口～本町田小学校脇までと原町

田大通りの合わせて約7kmです。また、本町田小脇～市民病院前まで(約 2

【皿)は現在整備中です。未整備の道路は2カ所です。1つは、都市計画決定

済みの、市民病院前～サン旭体育館裏～町日高校グランド～町田第二中横

～原町田大通り間(約 1.21c■ )です。2つの学校や中央公園テニスコートを横

切るとともに、少なくない軒数の住宅の立ち退きが必要となり、市民や関係者の

理解と合意が必要です。もう1つは、下小山田から小山田緑地を抜け、尾根幹

線道路を横切り多摩センター駅へと至るルートで、関東有数の景観と認められ

た「奈良ばい谷戸」などがある北部丘陵に道路をつくらなければなりません。こ

の間の道路整備は町田市が担当しており、現在測量が行われています。

日本共産党市議回は、多摩者lS市モノレールが市民生活に役立つ公共交通

として必要性がある一方で、道路や駅舎の整

備にあたっては、住環境や貴重な自然環境や

景観に与える影響など市民の理解と合意を

得ることが前提であると考えます。同時に、交

通不便地域における路線バスやコミュニテイ

バスの運行を優先すべきだと考えます。

共同提出≒――――――一

都民の厳しい批辛Jの中、6月に辞職した舛添都知

事の高額海外出張や政治資金不正使用疑惑等につ

いて、日本共産党は6月 2日の本会議に、速やかに真
~夫
を究明し、帯職を本める|いう「舛添知事の辞職を

求める決議」を保守連合会派と共同提出しました。

結果lま、自民、公明などの屎対で否決̀
〒

なりました。
畳撃荘糧:郵拳禁零蠣畢景
蒙雲薬酪感繁農FT7,|lr

7月上旬に前年度から平均20。/o値上

Iザされた国保税の納税通知が発送され

ました (値上 Iザ条例に共産党は反対)。

加入者からは「高すぎて驚いた」とい

う声が出されています。共産党は払え

る国保税にするために力をつくします。
近くがモル  ザレのルートとなる奈良ばい谷戸

簡贈l日凹靭すでに計画以上の運行量 保育国に落ちない阿田に

訓I練の充実など羮害対策強化を  市民のエーズに応える国書銀を

挨

など柔軟に対応していく」と答弁。目が進める面積や職員配置の

基準緩和について行うべきでないと質問したの対して、「現状の

基準を維持する」と答えました。また、100名 を超える学童保育ク

ラブが急増している問題について取り上げ、増設や完全分割化

など保育環境の質を抜本的に改善するよう求めました。

池川友―市議は、保育園に落ちない町田市を求

めて質問。待機児童が増加に転じたことを深刻に

受け止め「計画の前倒し実施」を求めました。担当

部長は、「地域ごとの人口増、効果的な地域や手法

小山地域への図書館建設についても求めました。

他には、ゴミ袋の値下げを求めて質問」70歳以上に無料配布

されて来たゴミ袋は、対象者が半減されることが明らかになりまし

た。また、整備された相原駅前について質問。更なる利便イ
rとを高

めることを求めました。

渡場さとし印証は、市民のエーズに応える図書

館を求めて質問。図書購入費が昨年比で3割も削

減され、リクエストが一部制限されたことを指摘しま

したが、他のサービスで補うとの回答でした。また、

うえで計画に反映することを求めました。

介護保険サービスから外される要支援者の総合支援事業に

ついて、デイサービスや生活支援サービスがこれまで通り維持さ

れるかどうかただし、いきいき生活部長がこれまでのサービスを維

持すると答弁しました。

綱野りゅう子印露は、市と東急電鉄が進める南

町田駅周辺整備事業について、車両の通行量が

商業施設が整備される前に、すでに計画量を超え

る車両が運行していることで、あらためて調査した

名)を入れた開設訓練を71すべての避難施設で
~夫
施できるよう

にしたいと答弁。また学校図書館の放課後開館や学校図書指

導員の処遇改善のほか、小山田桜台の路線バス乗り継ぎ拠点

整備にあわせて、「乗り継ぎ割引」の早期導入を事業者に働きか

けるよう求めました。

佐々本とも子市議は、町田市の災害対策につ

いて質問。担当部長は、避難行動要支援者の二次

避難施設受け入れは平時から丁寧に情報提供し

ていく、避難施設関係者連絡会や指定職員 (各4

共
産
党
市
議
回
の

一
般
質
問

，
“

ロ
ロ

一一Ｆ

要予約窓042(フ23)6312市役所3階日本共産党会派室

生活相談は随時実施しています。お園りことは、お気軽にこ相談ください。

剛 法律相談
毎月第2、第4水曜日 午後2時～

-59-



■ホ其塵寛

２
０
１
６
年
町
田
市
議
会
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）が
８
月
３０
日
か
ら
１０
月
４
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
石
阪
市
政
が
進
め
る
、
補
助
金
削
減
や
ハ
コ
モ
ノ
建
設
に
大
き
な
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
市
議
国
は
、地
方
自
治
体
の
役
割
は
「住
民
の
福
祉
の
増
進
」で
あ
り
、市
民
負
担
増
、大
型

開
発
優
先
か
ら
市
民
生
活
優
先
へ
転
換
す
べ
き
だ
と
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
議
会
に
、
市
長
か
ら
南
町
田
駅
周
辺
整
備

な
ど
に
関
す
る
３
議
柔
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
田
市
都
市
計
画
の
湊
定
に
基
づ
い
て
、
区
画

整
理
と
調
整
池
の
整
備
工
事
３９
・
１
億
円
＠
つ
ち

負
担
は
盟
・
２
億
円
を
市
が
負
担
し
ま
す
。
こ
の

区
画
整
理
業
で
は
、
け
や
き
通
り
を
埋
め
立
て
る

公
園

・
道
路
の
再
配
置
や
調
整
池
整
備
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
鶴
間
公
園
の
面
積
が
実
質

減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
建
築
物
の

制
限
な
ど
を
定
め
た
条
例
で
は
、
駅
前
に
最
高
ｌ

２
０
肝
の
建
築
物
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

南
町
田
駅
周
辺
開
発
は
、
総
事
業
費
６
０
０
億

て
行
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
大
型
商
業
施
設

の
集
客
数
を
増
や
し
、
公
共
施
設
整
備
な
ど
市
の

財
政
負
担
が
大
き
い
」と
も
極
め
て
問
題
で
す
。

公
園
や
道
路
の
形
や
位
置
が
変
わ
り
、
交
通
量

が
増
え
る
な
ど
住
環
境
が
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に

な
つ
ま
す
。
い
ま
な
お
、
十
分
な
住
民
合
意
が
得

ら
れ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

共
産
党
市
議
団
は
、
市
民
負
担
増
や
補
助
金

・

扶
助
費
を
削
減
す
る
一方
で
、
住
民
合
意
が
不
十

分
な
大
型
開
発
に
多
額
の
税
金
を
投
入
す
る
こ
と

―
　
は
許
さ
れ
な
い
と
３
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

石
阪
市
政
に
よ
る
市
民
負
担
増
と
補
助
金
の
削
減

で
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
障
が
い
者
福
祉

施
設
に
対
す
る

「施
設
借
上
費
補
助
金

（家
賃
補

助
こ

で
す
。
３
月
議
会
で
市
議
会
健
康
福
祉
常
任

委
員
会

（池
川
友
一委
員
長
）
は
、
「削
減
の
影
響

を
慎
重
に
見
極
め
ら
れ
た
い
」
と
で
つ
附
帯
決
議
を

可
決
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
議
会
に
、
障
が
い
者
施
設
や
関
係
団
体
の
方
々

か
ら

「障
が
い
福
祉
に
お
け
る
町
田
市
の
補
助
金
削

減
見
直
し
を
求
め
る
請
願
女
署
名
１
万
９
０
８
６
筆
）

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
で
は
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
障
が
い
者
施
設
に
対
す
る
施
設

借
上
費
補
助
金
が
大
幅
に
削
減

（前
年
度
９０
％
補

助
か
ら
今
年
度
開
％
）
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
正
規

職
員
Ｑ
屋
用
継
続
が
で
き
な
く
な
る
な
ど

「存
続
の

危
機
」
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
告
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
職
員
確
保
断
念
な
ど
影
響
大

一

Ｅ
ど

「町 田市

立博物館を
―

『阿田市郷

土博物館』

(仮硼 とし

て現在地に ,

存続させる !

ことを要望 ―

する請願」

が賛成多数

で塚択され
― 請

願
の
意
見
陳
述
で
は
、
補
助
金
削
減
の
影
響
と

し
て
、
「新
し
い
職
員
確
保
を
断
念
し
、
ボ
ラ
ン
ア
ィ

ア
で
射
応
し
て
い
る
が
支
援
の
質
が
低
下
し
て
い
る
」

「子
ど
も
が
施
設
に
い
な
い
時
間
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な
い
。

事
務
仕
事
中
、
電
気
は
つ
け
な
い
」
な
ど
、
実
態
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

共
産
党
の
渡
場
さ
と
し
委
員
は
、
各
施
設
の
実
態

調
査
を
丁
寧
に
行
い
、
必
要
な
予
算
を
復
活
す
べ
き

だ
と
で
つ
立
場
で
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
一方
、
市
は

こ
の
請
願
に
つ
い
て

「現
在
影
響
の
実
態
調
査
中
の
た

め
、願
意
に
沿
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

９
月
１２
日
の
委
員
会
と
、

１０
月
４
日
の
市
議
会
本

会
議
に
お
い
て
全
会
一致
で
補
助
金
見
直
し
の
璽
雨
願
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ヽ
　
円
で
東
急
電
鉄
の
商
業
施
設
の
建
て
替
え
に
伴
っ

ることに|

は推進の■方で一

廃遭されようとしているけやき源り。道路を

埋め立て、ショッピングモールと密間公園

の‐体的な活用が検討さ4ています。

市民との共同で市政を動かす

採択

¬万

全会一致で
EI
IE

ロ ロ

ロ ロ
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苺産党市議回は12015年度決算に反対

ゞ一

２
０
１
５
年
度
一般
会
計

・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
審
査
が
行
わ
れ
、
共
産
党
以
外

の
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。日
本
共
産
党
の
渡
場
さ
と
し
市
議
は
、
次
の
よ
う
な
反
対
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

①
教
育
ラ
算
削
減
や
介
護
保
険
料
値
上
げ
に
ノ
ー

認
可
保
育
所
や
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
、
学
校
施
設
の
建
て
か
え
等
、
評
価
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
が
、
次
の
点
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。第
１
に
、
市
民
に
と
っ
て
重
要
な
予
算
の
削
減
が
行
わ

れ
た
こ
と
で
す
。
総
額
４
億
２
千
万
円
が
経
常
費
か
ら
削
減
さ
れ
た
う
ち
、
約
６０
％
が
学
校
教
育

予
算
関
連
で
し
た
。
特
に
学
校
枠
配
分
の
備
品
費
は
ゼ
ロ
で
、
消
耗
品
費
や
集
団
宿
泊
行
事
補
助

金
な
ど
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
運
営
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、

心
身
障
が
い
者
の
通
院
交
通
費
補
助
も
大
き
く
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
へ
の
負
担
増
―
―
特

に
、
第
一号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
前
年
度
よ
り
基
準
額
で
約
９
，
１
％
も
値
上
げ
さ
れ
た

こ
と
は
、高
齢
者
の
暮
ら
し
を
一層
追
い
詰
め
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

②
不
要
不
急
の
大
型
開
発
に
ノ
ー

第
２
に
、
大
型
開
発
事
業
が
中
心
の
「未
来
づ
く
リ
プ
Ｒ
ン
エ
ク
ト
」が
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
と
財
政
計
画
に
つ
い
て
市
民
の
理
解

と
合
意
が
得
ら
な
い
ま
ま
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
玉
事
業
と
さ
れ
て
い
る

「文
化
芸
術
ホ
ー
ル
」

の
建
設
計
画
が
未
だ
に
見
通
し
す
ら
立
た
な
い
の
は
そ
の
象
徴
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
野
津
田
公

園
、
薬
願
池
公
園
、
芹
が
谷
公
園
、
鶴
間
公
園
を
含
め
た
南
町
田
地
区
周
辺
や
中
心
市
街
地
の
整

備
計
画
な
ど
も
精
査
を
し
、
不
要
不
急
な
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

①
濡
納
者
へ
の
差
押
え
急
増
に
ノ
ー

第
３
に
、
市
税

・
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
を
実
行
す
る
な
ど
、
公

債
権
徴
収
強
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
市
税
滞
納
者
の
差
し
押
さ
え
は
２
０
１
２
年
が
４
０
９

件
だ
っ
た
の
に
姑
し
、
２
０
１
５
年
度
で
は
１
６
４
９
件
へ
と
４
倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
。
滞
納
整
理

に
当
た
っ
て
は
、個
々
の
生
活
実
態
に
応
じ
た
丁
寧
な
対
応
こ
そ
が
必
要
で
す
。

④
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
事
業
に
繰
入
れ
を

第
４
に
、
市
民
病
院
事
業
会
計
を
初
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、
介
護
保
険
事
業
会
計

な
ど
、
市
民
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
特
別
会
計
へ
の
必
要
な
繰
り
入
れ
が
十
分
に
行
わ
れ

な
か
っ
た
点
で
す
。

暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
最
厘
持
に

訂学校環境整備の国庫補助 l議採書民を置

意見書を全会■致で可決

日本共産党市議団は、トイレ改修などの回庫補助が不採択

になったことを受け、「学校環境整備事業に対する国庫補助の

採択を求める意見書」を提案。他の会派から共同提案したいと

いう申し出があり、共産党作成の文案をもと|こ全会派幹事長が

連名で意見書を提出し、全会一致で可決しました。また、恭産

党市議団が提出した「ホームドア設置に係る総合的対策を加

速することを求める意見書」も全会一致で可決されました。

酸轟ありきの議論とまノー、憲法の全粂項を守る

一方で、保守連合会派からF国会における憲法論議の推進と広く国民的議論の喚起を求め

る意見書」が提出されました。日本共産党は、憲法9条を中心とした改憲策動を進めるため改憲

ありきで憲法審査会を開催することに反対です。日本国憲法の全条項を守り、とりわけ平和的・

民主的諸条項の着実な実施こそ必要だと「意見書」に反対しました。
-61-

今年度トイレ改修が予定される塀中学校

手数料大幅値上 Iず

共産党は反対
ミ処理手数料の大幅値上げの条例を提

三党は、下水道の未接続世帯べの丁寧

な対応が必要なこと、クタ摩

地域で最も高い八王子市を

参考にしていることなどを

理由に反対しましたが、賛成

多数で可決されました。

改正前  改正後

下水道供用開始 1蘇:っき 槌語っき

3年以上の区域 1500円  4000円

下水道供用開始

一　
　
　
１０
月
２．
日
、
リ
オ

・
ざ
フ 3年未満の1ヌ lEI

未侯用の区域

1便僣
1回につき

2000円

別表

な し
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要弁護軽度者の介護サ…ビスを守れ

細野りゆう子市議は、介護要支援1、 2の人を対象にした新総合事業

(来年度開始)について質問。いきいき生活部長は、「パンフレットを作り、

情報提供を行う。総合事業に移行しても要支援者が受けてきたサービス

を維持する」と答弁。これまで通り介護認定を行うと答えました。次に南町

日のまちづくりとこついて、北日広場の住宅側のロータリーを廃止すべきで

ないと求めましたが「変更は行わない」と答弁。樹木の伐採や公園のあり

方は住民への情報提供と声を聞いて行うよう求めました。

豪雨災害の際の情報伝達は改善すべき_

池川友―市議は、台風9号を教訓に豪雨対策について質問。境川の

氾濫対策とともに、情報伝達や事前の周知について改善を求めたところ

「課題として認識している」と答弁。また商店街の支援として、商店リ

ニューアル助成事業の倉U設を求めたところ「商店街への支援と個店の

支援を行っていく」と答弁しました。若者の雇用支援について奨励金の

創設と「ブラツク企業」は許さないという立場で臨むべきだと求めました。

遼熱を行う外壁塗装

学
校
で
直
接
集
金
さ
れ
る
金
額
が
増
え
て
い
ま
す
。

負
担
軽
減
こ
そ
必
要
で
す
。

．一一一
一一一，一一一・一一一
．●
一

義務教育の保護者員担軽減を
佐々本とも子市議は、義務教育にかかる保護者負担の軽減を求め質問しまし

た。教育長は「年度当初に学校ごと効果的・効率的な集金計画を立てている」と

答弁。兄妹のおさがりが使えず新しいピアニカを購入したという新1年生の実例を

示すと、教育部長は「教育課程に支障がない限り、兄妹のもので対応できるようとこ

する」と答えました。また、現在7月に支給されている就学援助の入学準備金 (制

服、体操着、ランドセルなど)の前倒し支給と、給食費の第3子以降の無料化を求

めました。

手 工 ← 参 ● ご 〕。 身 こ と tl=■ fⅢ き と
'■

■ r‐‐ ´ ョ =.=●
● _、

・ SOfeさ こ こ こ ■ 争
=●

●
=i

氾濫危険水位を超えた境lil=8月22日

■ ギヽ i“ ● ユ こ と こ う ii■ (=子 ● ■ t● こ ■ き
'■

、
‐

ヽ f゛ ● こ ■ ‐i=● ● ■ ●
=■

f4■ S

市内業者支援のためにも住宅改修助成は継続を

わたばさとし市議は、「誰もが投票しやすい選挙を求めて」質問。参議院選挙と都知事

選挙を振り返り、投票所の運営は委託業者に多くを頼っている現状が明らかになりました。

「住宅改修助成制度の拡充を求めて」では、環境性能向上工事に姑する補助金が今年度

末で打ち切られることを取り上げ、市内の業者支援のためにも制度存続を求めました。「リエ

ア新幹線工事に対する認識を聞う」では、小山田非常日の用地が市有地であることから、

工事に対する市民の不安の声を無視して市有地を売却をすべきではないと求めました。

本
一

一口
ｉ

．一
・

「一一・

・
一

一
・

「

・ 一
一

日
本
共
産
覧
憾
市
長
ｃ
み
な
さ
ん
と
と
も
に

市
民
Ｃ
冥
彊
を
堪
や
し

・烹
員
生
だ
に
芝
要
を

補
助
金
を
削
減
し
、
大
型
開
発
を
優
先
す
る
市
政
か
ら
、
市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
の
充
実

を
中
心
と
す
る
市
政
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

し尿処理

一
日7

石阪市長は、

案偶」表)。 日本|

鹿沼由理恵選手の銀メダルに感動 ! 市議会副議長 殿村

ｅ

ｔ
イ

左
か
ら
殿
村
健
一副
議
長
、士
口
田
つ
と
む
議
長
、鹿
沼

由
理
恵
選
手
、
石
阪
丈
一市
長

自
転
車
競
技
で
銀
メ
グ
ル

を
獲
得
し
た
鹿
沼
由
理
恵

選
手

（町
田
市
出
身
）
が
市

役
所
を
訪
れ
、
私
は
、
市

長
、
議
長
ら
と
と
も
に
鹿
沼

選
手
と
対
談
し
ま
し
た
。
鹿

沼
さ
ん
に
よ
る
と
、
試
合
前

の
練
習
で
転
倒
し
た
こ
と

や
、
直
前
に
変
速
装
置
が
故

障
す
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
続

い
た
中
で
の
奮
聞
だ
っ
た
よ

′

う
で
す
。
田
中
ま
い
選
手
と

２
人
で
勝
ち
取
っ
た
銀
メ
ダ

ル
を
私
も
持
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
５
０
０
γ
も

あ
り
思
っ
た
よ
り
も
重
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
メ

グ
ル
を
横
に
振
る
と

「カ
ラ

カ
ラ
カ
ラ
」
と
小
さ
な
音
が

聞
＞」え
ま
し
た
。
「お
め
で

と
う
。
が
ん
ば
り
ま
し
た

ね
」
と
言
っ
て
い
る
よ
つヽ
で
、　
一

目
の
不
自
由
な
選
手
の

６２

方
々
へ
の
心
優
し
い
メ
ッ
セ
ー
　

．

ジ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の

日
、
町
田
市
は
、
鹿
沼
由
理

恵
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
を

授
与
し
ま
し
た
。
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回保税2年連続値上げは中止を

◆年度200/。値上げしたばかり
石阪丈一市長は、9月議会で,年度約200/。値上Iザした町田市の国民健康

保険税の所得割を平均4.580/o値上Iザする条例改正案を12月議会に提出す

る考えを明らかにしました。値上Iザの対象者は被保険者のフ30/cです。

彼保険者の負担は限界
2年連続値上げは、「回保加入者の所得は低い。650/Oが所得200万円以

下」と担当部長 (本会議答弁)が認める市民の生活実態を無視したものです。

国保税の滞納による資格証明書 (窓口¬0害じ負担)発行は1286件と多摩地

域でワーストワン、差押え件数も2012年度118件だつたものが2015年度

は565件へと急増しているもとで、被保険者の負担の限界を超える値上十ずな

ど(許すわけにはいきません。

都道府県化で更なる値上 Iデ?
2018年度からは、国民健康保険事業の運営主体が市田]村から都道府県

に移行され、町題市Iよ東京都が決める「納付金と標準税率」に基づいて、国保

税の徴収業務を行うことになり、都の決める税率は今よりも高くなる可能性

が濃厚です。また、これまで国保税の負担軽減の役害」を果たしてきた一般会

計からの繰入金は縮」い 廃止が求められており、その分、加入者の負担は重

くなります。国保税の引き下Iザに1よ 、国庫負担の引き上Iずが必要です。

夫70歳i妻00歳の
夫婦2人世帯  ―

年金所得 150万円(月22万5千円)

連続値上げて国保税年 16万円

2年間で3万 1200円値上 Iず

1未50斎t妻5'歳t―

=子ども皇人の4八世帝
所得050万円(月約42万円)

連続値上Iデで国保税年43万6600円

2年間で8万8800岡値止Iず

2012年度 2015年度

所得209万円.(月約写6万円)

連続値上げで目保税年97万6000田

2年間をお万4000円値上Iず

争
）

とのむう健― 綱野りゆう子 佐々 本とも子 池川 友― 渡場さとし
力 93-5458 aフ 96‐3163 窓フ93-413フ  なフ34-1116 倉810‐ 3229

差押えが4・8倍に激増

運続値土 Iデでどのくらいの負担増に?

其涯党市議回の指摘で発覚

値上げを決定した

協議会の資料に誤り
8月に開催された町田市国民健康保険運

営協議会に市長が提出した資料に誤りの

あつたことが共産党市議団の指摘で明らか

になりました。モデルケースとして示された

値上げ実施後の保険税額が、実際の値上げ

額よりもすべて低く計算されていたのです。

共産党の佐々木智子市議は一般質問で、も

う一度正しい資料で審査を行うべきだと求

めました。市は資料の誤りについては謝罪し

ましたが、委員に個別に説明し了承が得られ

たと、再度審査を行う考えはないとしました。

剛 法律相談
11月 ¬6日 年12月 14ロ
年後2時～要ラ約金042(723)6312
市役所3階日本共産党会派室

共
産
党
市
議
団



トリプ′レ市民負担増ゴ「乗炉IJ可決
げ

料 最高30%値上げ

間90→60分に削

国

fi苫|:li l

，
働
町

ｂ
拘
可

町
田
市
議
会
２
０
１
６
年
第
４
回
定
例
会
が
１１
月
３０
日
～
優
月
２２
日
ま
で

・

行
わ
れ
ま
し
た
。
石
阪
市
長
は
、
国
保
税
２
年
連
続
値
上
げ
を
は
じ
め
、
地

域
セ
ン
タ
ー
や
市
立
公
園
駐
車
場

（無
料
時
間
削
減
）
な
ど
公
共
施
設
使
用

・

料
の
大
幅
な
値
上
げ
を
行
う

「条
例
」
を
提
出
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
民
０

み
な
さ
ん
か
ら
値
上
げ
中
止
を
求
め
る

理
涅
盤

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
恒
上

げ
等
の

「条
例
一
は
、
自
民
、
公
明
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
共
産
党
市
議
団
は
市
民
と
連
携
、
徹
底
論
戦
し
反
対
し
ま
し
た
「

０
０
０
旧

（１
・
跡
倍
）
も
の
負
担
増
で
す
。

目
保
加
入
者
は
高
齢
者
や
非
正
規
労
働
者
　
一

が
多
′
＼

所
得
２
０
０
万
円
以
下
が
約
６５
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
手
元
に
残
る

お
金

（可
処
分
所
得
）
が
大
き
く
減
り
、
日

常
生
活
の
支
出
が
増
え
て
い
る
市
民
生
活
の

現
状
を
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
保

・
医
療
を
よ
く
す
る
市
民
の
会
が
町

田
市
長
宛
に
提
出
し
た
署
名
数
は
４
０
３
９

筆
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
請
願
者
は
陳
述
の
中

で
、
「
こ
ん
な
に
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
を
初

め
て
知
り
驚
い
た
」
「食
費
を
切
り
詰
め
る

の
も
限
界
だ
」
「立
川
の
無
料
診
療
所
ま
で

町
田
か
ら
自
転
車
で
通
つ
て
い
る
」
な
ど
、

署
名
を
集
め
る
中
で
聞
い
た
市
民
の
切
実
な

声
を
紹
介
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
制
度
が
国
民
の
健
康
を
保

障
す
る

「国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
」
で
あ

る
こ
と
は
、
市
の
担
当
者
も
認
め
て
い
ま
す
。

「値
上
げ
条
例
」
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党

の
渡
場
さ
と
し
委
員
は
、
「今
で
も
高
過
ぎ

て
払
え
ず
滞
縦
者
が
激
増
し
て
い
る
。
保
険

証
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
ら
、
受
診
抑
制
に
よ

り
重
症
化
を
招
き
、
結
果
的
に
医
療
給
付
費

を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。」
と
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
始
ま
る
国
保

の
広
域
化
に
よ
り
現
在
の
保
険
税
額
に
比
べ

「町
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
及
び

「国
民
健
康
保
険
税

の
二
年
連
続
値
上
げ
中
止
を
求
め
る
請
願
」

が
十
二
月
十
四
日
の
健
康
福
祉
常
任
員
会
に

お
い
て
一
括
審
議
さ
れ
、
日
本
共
産
党
は
値

上
げ
中
止
を
求
め
て
論
戦
し
ま
し
た
。

市
は
今
年
度
、
国

民
健
康
保
険
税
は
総

額
１２
億
円

（平
均
２０

％
）
の
値
上
げ
を
行

な
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
続
き
、
来
年
度
も

総
額
４
億
４
０
０
０

円

（平
均
４
・
５
％
）

の
値
上
げ
が
行
わ
れ

れ
ば
、
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
例
え
ば
、

櫛
代
の
夫
婦
と
子
ど

も

一
人
で
所
得
が
２

０
０
万
円
の
世
帯
で

は
、
盟
万
１
９
０
０

円

（１５
年
度
）
か
ら

”
万
５
９
０
０
円

（・７
年
度
）
へ
と
、
二

年
間
に
年
額
５
万
４

左から殿村、率置野、池川、佐々木、渡場合市議、本町田遺跡公園で

中

一　
２
倍
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
保
険
税
を

下
げ
る
た
め
に
活
用
で
き
る
保
険
者
支
援
金

を
全
額
保
険
税
値
下
げ
の
財
源
と
し
た
場
合
、

一
人
当
た
り
６
１
０
０
円
の
減
額
と
な
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
活
用
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
回
の
補
助
金
と

町
田
市
の
繰
り
入
れ
を
増
や
し
て
、
回
保
税

を
引
き
下
げ
る
よ
う
奮
闘
し
ま
す
。

※
２
０
１
８
年
度
よ
り
国
保
の
保
険
者

（国
保
の

運
営
主
体
）
が
こ
れ
ま
で
の
市
　
村
に
都
道
府

県
が
加
わ
り
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任

を
担
う
よ
う
に
な
る
。
国
保
税

（料
）
の
賦
課

の
徴
収
は
市
町
村
の
権
限
だ
が
、
都
道
府
県
が

定
め
る
指
標
に
従
っ
て
保
険
料
率
を
決
定
し
、

納
付
金
額
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
。

一般
会
計
繰
り
入
れ
増
や
し

国
保
税
引
き
下
げ
を

日本箕塵寛 発行0日本共産党町田市議回
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・サービス削減
洋

町
田
市
と
東
急
電
鉄
が
共
同
で
進
め
る

「南

町
田
駅
周
辺
拠
点
整
備
事
業
」
は
、
グ
ラ
ン
ベ

リ
ー
モ
ー
ル
の
２
・
５
倍
に
な
る
‐２
５
０
店
舗

の
大
型
商
業
施
設
を
中
心
に
（
総
額
６
０
０
億

円
の
予
定
で
、
２
０
１
９
年
秋
完
成
に
向
け
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
商
業
施
設
や
駅
構
内
整

備
は
東
急
電
鉄
が

，
広
場
や
自
由
通
降

・
公
尉

再
整
備
は
主
Ｅ
Ｉ
Ｆ
市
が
負
担
し
、
土
地
区
画

．腱樫醇鮮紳『購腋円…費朝章ゆ岬一難舒ヂ期

が
施
正
責
任
者
と
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
「　
一

・２
月
議
会
で
は
い
土
地
Σ
輌
整
理
導
業
の
変

更
が
生
Ｅ
（
補
正
予
算
■
一
■
５

‐
百
万

！円
韓
額

さ
れ
る
と
と
も
に
、
支
呂
予
定
額

（賃
務
負
担

行
為
）
も
４
徴
１
■
万
円
尊
のｉ‥
郷
億
‐，

千
２
百

万
円
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
ゃ
鶴
酎
公
巨
喜
整
備

の
実
施
設
計
の
一
部
と
し
て
１
千
８
百
万
円
が

予
算
化
さ
れ
、
南
北
自
由
通
路
に
つ
い
．て
は
、

支
出
予
定
額

（債
務
負
担
行
為
）
と
し
て
２．
億
７
千
７
百
万
円

（南
町
田
駅
改
礼
の
移
設
分
も
含
む
）
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
「

日
本
共
産
党
は
、
南
町
田
駅
周
辺
整
備
予
算
に
つ
い
て
、
民

間
企
業
の
共
同
開
発
に
多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
、
住

民
の
合
意
形
成
や
交
通
対
策
が
不
十
分
な
こ
と
を
理
由
に
反
対
。

そ
の
解
決
を
求
め
ま
し
た
。

地
域
セ
ン
タ
ー
条
例
の

「改
正
」
で
会
議
室
や
ホ
ー
ル
の
使
用
料
が

値
上
げ
に
な
る
の
は
、①
地
域
セ
ン
タ
ー
、
健
康
福
祉
会
館
、
わ
く
わ
く

プ
ラ
ザ

（値
上
げ
率
１
０
７
％
、
ホ
ー
ル
は
１
３
０
％
）②
公
民
館
、
市

民
フ
オ
ー
ラ
ム
、男
女
平
等
セ
ン
タ
ー
、文
学
館

（同
ｌ
１
４
・３
％
）
で
す
。

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
で
は

「公
の
施
設
」
を

「住
民
の
福
祉
増
進

を
目
的
に
そ
の
利
用
に
供
す
る
施
設
」
と
し
て
、
使
用
料
の
コ
ス
ト
に

人
件
費
を
含
め
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
の
が
学
者
の
定
説
で
す
。
そ
の

趣
旨
に
反
し
、
市
民
の
利
用
を
抑
制
す
る
値
上
げ
は
不
当
で
す
。

「町
田
が
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
に
な

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
（町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

父
母
連
絡
協
議
会
、
署
名
４
４
９
９
人
）
が
文
教
社

会
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
田
市
は
、

現
在
６
千
円
の
育
成
料
に
つ
い
て
２
０
１
７
年
度
２

千
百
円
～
３
千
百
円
の
値
上
げ
を
検
討
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
請
願
者
は
、
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
７
～
８
割
の
方
が

「現
行
通
り
」
や

「値

下
げ
」
を
含
め
値
上
げ
し
た
と
し
て
も

「
１
千
円
以
下
」

を
希
望
し
て

い
ま
す
。
殿
村
市
議
は
、
市
民
の
声
に

応
え
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

「請
願
」
は
継
続
審
査
に
な
り

ま
し
た
が
、
３
月
議
会
前
の
同

委
員
会
の
開
催
、
審
査
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
東
京
土
建
町
田

支
部
会
長
他
７
９
２
人
が
提
出

し
た

「町
田
市
住
宅
改
修
助
成

金
環
境
性
能
向
上
工
事
の
助
成

制
度
の
継
続
を
求
め
る
請
願
」

も
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
が
進
め
る
リ
エ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
で
は
、
町
田
市

内
に
３
か
所
の
立
坑

（土
砂
搬
出
口
・非
常
口
）
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
上
小
山
田
に
計
画
さ
れ
て
い
る
立
坑
は
市
有
地
で
あ
り
、

今
議
会
に

「リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
考
え
る
町
田
の
会
」
か
ら
、

売
却
処
分
に
あ
た
っ
て
は
い
１
日
３
５
０
台
の
大
型
工
事
車
両
の

往
来

´
な
ど
で
市
民
の
利
益
や
安
全
な
生
活
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
テ
、

慎
重
な
封
応
と
町
田
市
が
説
明
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
請
願
が
だ

さ
れ
ま
し
た
。
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
日
本
共
産
党
や
市
民
ク

テ
プ
の
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
日
の
本
会
議
表

決
で
は
自
民
、
公
明
、
録
守
連
合
が
反
対
し
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

町
田
市
は
、
生
ご
み
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
と
可
燃
ご
み
の
焼
却
施
設
設

計

・
整
備
を
２
９
２
億
５
千
万
円
で
民
間
企
業

（株
）
タ
ク
マ
に
委
託
す
る

力≡
旬
ュ
ド
・Ｆ
業西ゝ
〈こ
Ｂ電
Ｈ
ｗｏ　
と
ユ
こ
いと

，
ｆ
牛
汽
イ
み
Ｌ
災
ヽ
二
性
丘ヽ
ヽ
一化
とぇ
　
ン
Ъ」ｏ　
ヽ
ヨ

，

:E:こ :宅

12月議会では、市長・冨」市長など特別職の期末手当を3年連続で

引き上げる 麟案とが、自民、公明などの賛成で可決されました。

一般職員は人事院勧告に基づき給与改
~た
が行われますが、市長Iよ慣

例によつて一般職員の引き上げ時に合わせるとして、6月、刊2月の

期末手当が各5%引き上 (5万 3千円×2)〔こ。市民には負担増を

押し付けながら、一方でこれでは市民の理解が得られません。

】れ5

聾 闇ニコ
ス
ト
に
人
件
費
含
め
た
値
上
げ
は
不
当

1共産党 市民の声に応えるべきと主張
と
み
処
理
施
設
　
４
フ
０
億
円
で
民
間
に
丸
投
げ

市長の期末手当、

三年連続で引き上げに !

iゝ`
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有
料
化
さ
れ
て
徴
収
費
用
が
赤
字
に
な
っ
て

い
る
公
園
駐
車
場
の
利
用
料
も
負
担
増
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ
た
時
間
帯
を
９０

分
か
ら
６０
分
に
引
き
下
げ
、
１
０
０
円
に
す
る

と
と
も
に
、
原
付
や
二
輸
車
を
有
料
化
し
て
２

０
０
円
に
し
ま
す
。
有
料
化
に
よ
っ
て
、
公
園

滞
在
時
間
や
利
用
者
の
削
減
に
な
る
の
で
は
、

公
園
の
本
来
の
役
割
に
照
ら
し
て
も
あ
つ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
赤
字
の
も
と
と
な
る
有
料
化
こ

そ
中
止
す
る
べ
き
で
す
。

殿村 健―

寒さが厳しくなつた暮れの28日夜、私は、歳末の特別警戒にあ

たる町田市消防団 (5分団575人)と町田消防署を、市長や議長

とともに激励に回りました。消防団は、自然災害などから市民の

安全を守るために献身的な活動をしています。諸め所では団員の

方々が作つてくれた美昧しいトン汁をごちそうになり、心も体も

温まりました。◆年も体に気を付けてがんばつて下さい。

中

聰

ｔ
Ｘ
　
Ｆ
帝
ｔ雪
亙
Ｚ
丹
洸
ユ
４
ｔ
Ч

査́
昆
冷
ち
る
と
犀

，
И
ａ
ｆ
た
〓
′
Ｊ
建
遷
考
一言
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円
で
任
せ
る
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
老
朽
化
に
よ
る
施
設
の

更
新
は
必
要
で
す
が
、
民
間
企
業
に
設
計
施
工
か
ら
維
持
管
理
運
営
を
全
面

的
に
任
せ
る
こ
と

（Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
）
は
、
専
門
的
知
識
の
必
要
な
ご
み
処
理

業
務
や
ご
み
減
量
に
町
田
市
が
指
導
的
に
関
わ
れ
な
く
な
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
町
田
市
が
大
切
に
し
て
き
た
市
民
と
共
同
の
ご
み
減
量
の
取
り
組
み

が
後
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
契
約
に
当
た
っ
て
は
、
応
札
は
１
社

の
み
で
、
予
定
価
格
の
”

・
９６
％
と
ほ
ぼ
満
額
で
落
札
さ
れ
、
競
争
性
が
働

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
都
市
で
初
め
て
と
な
る
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
整
備
に
対

す
る
住
民
の
理
解
や
合
意
が
十
分
で
は
な
い
な
ど
の
点
か
ら
、
日
本
共
産
党

は
直
営
で
の
管
理
運
営
を
求
め
て
、
契
約
に
反
対
し
ま
し
た
。

非核平和都市宣言を活かした

施策を求めて

勝 さ と し市 議 は、相原中央公園内にある初心者自転車

練習場の改善をについて、利用者の声をもとに路面の舗装をす

るべきと求めました。次に相原・」ヽ山地域における境川周辺の

環境整備について、根岸橋を境に河川管理者が東京都と神奈川

県に分かれても、住民からの要望 lよ町田市が間に立つて伝える

ことを求めました。また町田市〕F核平和都市宣言を活かした施
相原中づ聡国内自転革練習場  策について『ヒバクシヤ国際署名」に対し賛同・協力を求め、

生涯学習部長が「市の主催行事などでこの署名活動を紹介することもある」と答えました。

細 野 りゅ う子 市 ;議は、境川金森調節池整

備工事は一日100台 トラックが通り8年間かかる

計画で、周辺住民やスポーツ広場利用者、保育園

などに多大な影響を与えるが、住民合意は得られ

ているのかを贅しました。部長が「合意は不十分」

と答弁。整備には住民合意が必要と求めました。

また地域障がい者支援センターの施設の改善を求

め「支援していく」と、介護保険から外れる総合       調節池予テ勘の西田スポー朔鵡

事業は、これまでのサービスを維持すると各担墜部長が答弁しました。

涎贈I友―市 議 は、認可保育所の増設を柱に

待機児ゼロ実現を求めて質問。市の計画よりも保

育所整備が下回つている現状を指摘し、規模とス

ピードを上げて整備すべきだと求めたところ「柔

軟に対応し、19年には待機児童をゼロにする計

画だ」と答えました。また、大規模学重保育クラ

ブは生活の単位を分けて保育できるようにすべき

、だと求めました。

佐 々本 とも子 市議 は、山崎団地再生まちづくりの進捗

状況を質問。十日忠生 6小跡地活用の基礎調査では、健康増進

関連拠点として利用が見込まれる高齢者施設やスポーツクラブ

は、立地彙
本件や規模の点で採算べ■ス上難しいとして、グラウ

ンド部分の利用を中心にたたき台を作り、今年度中に地域の

意見を聞いて活用方針を策定したいと部長が答弁しました。 旧忠生6小跡地

金森調節池整備は市民合意で

「保育目に著ぢない」町田市に

旧憲生6小.グラウンド部分を中心に

活用方針策定

^

年末、消防団を激励
副議長奮戦記

′(イオガス化施設・燒却施設新設予定のリサイク川
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12月 議会では、小中学校の学校環境

改善が大きく前達しました。

和式の洋式化や明るくきれいなトイレの

改修が、来年度にかけて小学校4校と中

学校4校で実施されることになりました。

これにより、2017年度中に全校でトイレ

改修が完了します。また、中学碑 2の特

別教室にエアコンが設置されます。

9月議会で日本共産党が提案、全会派

の幹事長が共同提案者となり「学校施設

改善交付金の採択を求める意見書」を全

会一致で可決しました。これらの動きと相

まつて、国が補正予算をまとしたことによ

り、今回の事業が大きく進むことになり

ました。共産党市議団は、さらなる学校

環境改善に力を尽くしていきます。

中学校の入学の際、帝l」服やジヤージなど準備に

大きなお金が必要となります。就学援助制度の対

象となる世帯に支給されているのが入学準備金で

す。しかし、現行制度では入学した7月 に支給さ

れることになっており、実際にお金が必要な時期

に手元にお金が行くよう改善することを共産党市

議団として一貫して求めていました。12月 議会で、

教育長が「入学準備の際の保護者負担を軽減する

観点から、特に中学校の入学準備金に関して、支

給時期を中学校入学前にすることを検討する」と

答弁しました。

また、就学援助の周知方法も共産党市議団の質

問により、例えば通学区域緩和制度の案内への同

封、小学校の入学説明会の際にも制度の説明を行

うよう校長会で調整を進めています。

市民のみなさんと粘り強く求めてきた課題が、

一歩前進しました。引き続き、制度の改善を進め

ていきます。

明るくなった改修後の学校トイレ   改修前の学校刑式トイレ

12月 191(日 本泰環弟断巴市議回は、全日本視覚障害者協議会の方 と々と

もに」R東日本が町日駅に設置した新型ホームドア (可動柵)を視察しました。

と縛ぼ溜謗鶏報説鞘 鋼」銀 辱
長いことを理由に、必姜性1よ認識されながう整備が進んでし1ません。町田駅

に設置された「スマニトホームドア①」はェ郭が短ヽ、章用も軽減されるとい
います。町田市議会で1よヽ本=ム

ドアの設置爆導につ|サ1設置費用阜担の改

書を求める意見書を共産党

市議団が】是案も全会一致

で可決し国に提出しました。

視覚障がし1者の方々から

は、「上から降りてくる昇

降式よりはし`い」「可動柵

の下のスペ■スが気になる。

白杖が下のスペースに入つ

てしまうと落ちてしまつた

り、折れてしまう可能性が

ある」などの声が寄せられ

ましたЬ

町田市民病院は、小児科医師が慢性的に不足していたこ

とで、地域周産期母子医療センターの役割を発揮できずに

いました。共産党市議団は、くり返し医自碩確イ呆を行い子ど

もの命を守る役割を発揮すべきだと求めてきました。

今年度 4月から新たに6人のI眠科医師が加わり9名体

制へ前進。未熟児やリスクの高い出産、」W観急にも積極

的に対応できる状況となつています。NICUの 稼働率は、

昨年同時期の48・ 6%から90・ 1%へと大きく前進しま

した。

48.6%
NICUの
稼匈率

2015年

2016年

菖非
1.096

―
  123.8%

2月 8日 (水)・ 22日 (フエ)

町田市役所3階日本共産党会派室

3月8日 (水)・ 22日 (水)

場所は未定です

予約の際にど確認ください

必ず日本共産党市議会議員または

723‐ 6312にお申込みください。

議員提出議案「子どもの医療費助蔵制度多摩格差をなくせ1

再
自民・公明の反対で1票差で否決臣

GCUの
稼働率

× 否決◎ X △ X
築地市場の豊洲移転問題について真

相究明を行う百条委員会の設看Lを求
める決議

× ○ × ○ 否決
子ども医療費助成制度の多摩格差を

なくすために東京都の対策を求める

意見書

◎

X ∠ゝ X X 否決南スーダンから自衛隊をすみやかに

撤退させることを求める意見書
◎

否決◎ X ○ X X高齢者の介護・医療の負担引き上げ

見直しを求める意見書

-67- ◎提出 ○全員賛成 △一部賛成 ×全員反対




